
 中国圏広域地方計画の目次構成 
はじめに 

第四章 他ブロックと連携して取組むべき施策

第五章 計画の効果的な推進 

第一節 多様な主体による継続的な計画の推進体制の強化 第二節 計画のモニタリング 

１．東アジアや西日本における交流の歴史と地理的 

優位性 

２．欧州の中規模国に匹敵する人口・経済力 

３．ものづくり産業の強みによる自立的発展の可能性 

４．分散する様々な規模の都市と豊かな自然の共存の 

可能性 

第一章 中国圏を取り巻く時代の潮流 

第一節 時代の潮流と中国圏の現状と課題 

１．全国に先駆けた人口減少・高齢化の進展 

２．欧米に加えて拡大する東アジアとの経済交流 

３．ブロック内での日帰り交流が困難な地域や 

デジタルデバイドの存在 

４．蓄積のあるものづくり産業と成長の乏しい都市型

サービス産業 

５．衰退し集落の消滅が危惧される中山間地域 

６．中心市街地の空洞化などが懸念される 

都市地域 

７．ブロック内格差を抱える中国圏 

８．水害や地震等に対する脆弱さを内包する国土

９．地球温暖化や地域の水域環境等への対応 

10．基礎自治体の再編と生活に必要なサービスの

確保 

11．「新たな公」を担う住民等の活動の活発化 

第二節 中国圏のポテンシャル 

第二章 中国圏の将来像 

１．多様な地域が連携した一体感のある 

中国圏の形成 
(1) 歴史・文化の継承、創造 

(2) 分散する都市を活かした中国圏の形成 

(3) 都市と中山間地域の多様な交流の拡大 

(4) 基幹的な交通機能の整備 

(5) 情報通信ネットワークの強化 

 

２．隣接ブロックを含めた交流・連携による活力・魅

力の向上 
(1) 隣接ブロック等との広域連携の推進 

(2) 広域的な産業連携の推進 

(3) 広域観光の推進 

 

３．東アジアをはじめ世界に開かれた交流・連携 
(1) グローバルゲートウエイ機能の強化 

(2) 国際経済交流の推進 

(3) インバウンド観光の振興 

(4) 国際文化交流の推進 

(5) 国際貢献の拡大 

 

４．中国圏の持続的発展を支える多様な人材の育

成・確保 
(1) 教育・学習システム改革の推進 

(2) 産業を支える人材の育成・確保 

(3) 地域を支える人材育成 

第一節 地域の多様性を活かした交流・連携で

持続的に発展する中国圏 

１．交流・連携プロジェクト 
 

○中国圏の歴史・文化発信プロジェクト 

○基幹的交通・情報ネットワーク整備プロジェクト 

○日本海沿岸地域活性化プロジェクト 

○瀬戸内海などの保全・活用プロジェクト 

○西日本産業連携促進プロジェクト 

○中国圏まるごと観光推進プロジェクト 

○東アジアなどとの国際交流推進プロジェクト 

第二節 産業集積や地域資源を活かした新たな

挑戦で、持続的に成長する中国圏 

１．国際競争力のある産業の振興 
(1) 基幹産業の国際競争力の強化 

(2) 国際的な物流基盤の強化 

(3) 産業集積の広域連携や知的資源を活かした 

新技術・新産業の創出 

(4) 産業集積の機能を高める戦略的な企業誘致等 

(5) エネルギー環境対策の推進 

 

２．地域の活力につながる産業の振興 
(1) サービス産業におけるイノベーションと生産性向上

の促進 

(2) 生活関連サービスの振興 

(3) 中国圏を支える自立拠点都市圏の機能強化 

 

３．地域資源を活かした地域経済の活性化 
(1) 農林水産業の再生 

(2) 地域資源を活かした新産業創出等 

３．生活関連プロジェクト 
 

○中山間地域の暮らし安心プロジェクト 

○中山間地域の多面的機能保全プロジェクト 

○魅力ある都市整備プロジェクト 

第三節 多彩な文化と自然を活かして、 

多様で豊かな生活を楽しめる中国圏 

１．中山間地域と都市地域との交流・連携などに 

よる生活サービス機能の確保 
(1) 中山間地域における一次生活拠点の確立と多様な

サービス提供 

(2) 中山間地域と生活中心都市の機能連携 

(3) 地域を支える高次な生活支援機能の整備 

(4) 都市地域の快適な生活環境の整備 

 

２．安全・安心な国土・地域づくりの推進 
(1) 国土管理の推進 

(2) 災害に備えたハードとソフトの整備 

(3) 自然環境の保全 

(4) 中山間地域の多面的機能の維持 

 

３．多様な主体が連携・協働した地域づくりの推進 
(1) 自立した地域活動を推進する多様な主体が協働で

きる仕組みづくり 

計画の意義、計画対象区域、計画期間（計画を策定するための基本認識） 

第三章 将来像実現に向けたプロジェクト 

【記載概要】 

 他ブロックと連携して取り組むべき施策テーマを記載する。 

 

２．産業関連プロジェクト 

 

○ものづくり産業などの 

        国際競争力強化プロジェクト 

○国際物流機能強化プロジェクト 

○都市型サービス産業高度化プロジェクト 

○農林水産業再生・強化プロジェクト 

○地域資源活用プロジェクト 

４． 横断的視点で取り組むプロジェクト 
 

○中国圏の人づくりプロジェクト                  ○先進的な循環・環境型地域づくりプロジェクト            ○災害に強い国土・地域づくりプロジェクト 
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1.多様な地域が連
携した一体感のあ
る中国圏の形成

2.隣接ブロックを
含めた交流・連携
による活力・魅力
の向上

3.東アジアをはじ
め世界に開かれ
た交流・連携

4.中国圏の持続
的発展を支える多
様な人材の育成・
確保

1.国際競争力の
ある産業の振興

2.地域の活力につ
ながる産業の振興

3.地域資源を活か
した地域経済の活
性化

1.中山間地域と都
市地域の交流・連
携などによる生活
サービス機能の
確保

2.安全・安心な国
土・地域づくりの
推進

3.多様な主体が
連携・協働した
地域づくりの推
進

東アジアと西日本の交流軸として，多様性を活かしてグローバルに発展する中国圏

(1) 歴史･文化の継承，創造

(3) 都市と中山間地域の多様な交流の拡大

(4) 基幹的な交通機能の整備

(5) 情報通信ネットワークの強化

(2) 広域的な産業連携の推進

(1) 隣接ブロック等との広域連携の推進

(3) 広域観光の推進

(3) インバウンド観光の振興

(1) グローバルゲートウエイ機能の強化

(2) 国際経済交流の推進

(4) 国際文化交流の推進

(5) 国際貢献の拡大

(1) 教育・学習システム改革の推進

(2) 産業を支える人材の育成・確保

(1) 基幹産業の国際競争力の強化

(2) 国際的な物流基盤の強化

(3) 産業集積の広域連携や知的資源を活かした
新技術・新産業の創出

(4) 産業集積の機能を高める戦略的な企業
誘致

(5) エネルギー環境対策の推進

(3)中国圏を支える自立拠点都市圏の
機能強化

(1) サービス産業におけるイノベーションと
生産性向上の促進

(2) 生活関連サービスの振興

(1) 農林水産業の再生

(2)地域資源を活かした新産業創出等

(1) 中山間地域における一次生活拠点の確立と
多様なサービス提供

(2) 中山間地域と生活中心都市の機能連携

(3) 地域を支える高次な生活支援機能

(4) 都市地域の快適な生活環境の整備

(2) 災害に備えたハードとソフトの整備

(1) 国土管理の推進

(4) 中山間地域の多面的機能の維持

(3) 自然環境の保全

(3) 地域を支える人材育成

(1)自立した地域活動を推進する多様な主体が
協働できる仕組み作り
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(2) 分散する都市を活かした中国圏の形成

（将来像） （基本方向） （施策の柱） （プロジェクト）

【中国圏広域地方計画（第二章）と（第三章）の対応表】

○中国圏の歴史・文化発信Ｐ

○基幹的交通・情報ネットワーク整備Ｐ

○東アジアなどとの国際交流推進Ｐ
（国際交流・貢献を含む）

○瀬戸内海などの保全・活用Ｐ

○西日本産業連携促進Ｐ

○中国圏まるごと観光推進Ｐ

○中国圏の人づくりＰ

○ものづくり産業などの国際競争力強化Ｐ

○先進的な循環・環境型地域づくりＰ
（地球温暖化対策を含む）

○都市型サービス産業高度化Ｐ

○地域資源活用Ｐ

○農林水産業再生･強化Ｐ

○中山間地域の多面的機能保全Ｐ

○魅力ある都市整備Ｐ

○災害に強い国土・地域づくりＰ

○日本海沿岸地域活性化Ｐ

○国際物流機能強化Ｐ

○中山間地域の暮らし安心Ｐ
（過疎対策を含む）

第五章へ記載

【・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第二章・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・】 【・・・第三章・・・】
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中国圏広域地方計画の第二章（将来像）構成
将来像 基本 施策の柱 基本施策(内容）

方向

第一節 地域の多様性を活かした交流・連携で持続的に発展する中国圏
１．多様な地域が連携した一体感のある中国圏の形成

①世界遺産、文化財など地域の多様な歴史・文化の保存・継承、郷土の誇り(1) 歴史・文化の継
を育む承、創造
②新たな地域文化の創造(芸術文化活動の振興、団体の支援、芸術祭の開催、
食文化・伝統産業活用等)
③地域文化のブランド化とネットワーク化、地域間交流
による中国圏としてのアイデンティティの高揚

①都市圏ごとの役割分担に応じた機能集積・連携により自立的中国圏を形成(2)分散する都市を活
②県境を越えて広域化している都市圏において戦略的な機能の集積かした中国圏の形成

①都市と中山間地域の多様な交流の拡大(3) 都市と中山間地
② ターンのための受け入れ体制整備(情報発信、体験事業、生活支援ビジ域の多様な交流の拡 UIJ
ネスの育成、世話人設置)大
③二地域居住の推進(住居、情報通信、交通等)
④都市農村交流の推進（農村体験、オーナー制度等）
⑤交流産業の振興（体験ツーリズム、直売所、道の駅等)
⑥流域交流圏の形成（環境保全、歴史・文化交流等）

①高規格幹線道路、地域高規格道路、国道等の道路整備(4) 基幹的な交通機
②公共交通ネットワークの充実（広域バス路線、海上交通網、マルチモーダ能の整備
ル、空港、新幹線・鉄道の利便性向上等）

①情報通信基盤の整備(光ファイバー、 、無線の活用)(5) 情報通信ネット DSL
②情報通信基盤の利用環境の整備(地域公共ネットワークの相互接続、民間開ワークの強化
放、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｺﾝﾃﾝﾂの整備)

２．隣接ブロックを含めた交流・連携による活力・魅力の向上
①日本海沿岸各県の広域連携(歴史・文化交流、観光ルート、環日本海交流、(1) 隣接ブロック等
交通・物流ネットワーク等)との広域連携の推進
②瀬戸内海における広域連携(自然環境の保全・創造、防災ネットワーク、歴
史・文化交流、観光ルート等)
③国際交通・高次医療・環境保全・災害対応・国際交流等の広域連携

①ブロックを超えた産学官ネットワークの形成、産業集積間の連携のための(2) 広域的な産業連
体制構築（自動車部品の供給ネットワーク、水素社会システム構築等)携の推進
②瀬戸内海沿岸地域の環境産業の連携促進（産業廃棄物の広域的受け入れ等)

①資源に磨きをかけ、新たな観光資源の発掘・創出(3) 広域観光の推進
②新たな観光推進（産業観光、グリーンツーリズム、健康増進型観光等）
③広域観光ネットワーク形成と二次交通の整備
④観光情報の発信（ キャンペーン等）HP,
⑤観光受け入れ体制の充実（観光ボランティアガイド、研修、おもてなしの
推進等）

３．東アジアをはじめ世界に開かれた交流・連携
①港湾・空港の機能強化(1) グローバルゲー
②東アジア各地域とのシームレスな物流ネットワークの実現トウェイ機能の強化
③国際航空路線の拡充

①広域連携体制の整備（海外事業展開支援、投資環境の整備と誘致等）(2) 国際経済交流の
②国際経済交流推進（経済ミッションの派遣・国際見本市の誘致等）推進

①瀬戸内海などの中国圏特有の魅力の創出(3) インバウンド観
②空港連携による国際観光周遊コースの開発光の振興
③受け入れ体制の強化、海外向け情報発信（外国語表記、ビジットジャパン
案内所の充実等）

①大学・ 等による多面的な国際交流推進(4) 国際文化交流の NPO
②国際交流機能の充実（国際機関の誘致、国際会議・文化イベントの開催、推進
国際貢献拠点機能の強化等）
③多文化共生社会の形成（外国人居住に対応した生活環
境整備、外国人との交流機会の確保、意識啓発等）

①国際的支援（平和貢献・医療、災害の復旧・復興等）(5) 国際貢献の拡大
②国際的な環境技術協力（技術、環境保全の取り組み等）
③国際的な人材育成支援（留学生、研修生の受け入れ等）
④隣接する沿岸諸国との連携が必要な環境問題への取り組みの推進(環境技術
対策、砂漠緑化などの技術協力等)

４．中国圏の持続的発展を支える多様な人材の育成・確保
①初等・中等教育の充実と地域と学校の連携（外部講師の活用等）(1) 教育・学習シス

②専門職大学院の拡充や専門学校育成など社会人の学習機会確保テム改革の推進

③大学の地域連携機能強化と高等教育機関相互の連携や企業も参加した地域
の高等教育機能の充実（単位互換、専門職大学院の連携等）

①産業人材の育成(次世代産業の創出をターゲットとした人材育成、大学を活(2) 産業を支える人
用した人材育成プログラム開発等)材の育成・確保
②ものづくりを支える技術・技能者の地域ぐるみでの育成
③コミュニティビジネスを担う人材の確保・育成
④産業界・経済界と連携した人材育成(企業における体験学習、インターンシ
ップなど)
①シニア世代、若年層など多様な人材の育成(3) 地域を支える人

（ 、 、 ）材育成 ②都市と中山間地域の人材交流と協働 地域づくり講座 研修 活動支援等

第二節 産業集積や地域資源を活かした新たな挑戦で、持続的に成長する中国圏
１．国際競争力のある産業の振興

①基礎素材型産業の高付加価値化（研究開発、川下産業との連携、世界シェ(1) 基幹産業の国際
アの確立等）競争力の強化
②次世代自動車産業の育成（技術強化、メカトロ等異分野技術の融合等）
③臨海コンビナートの運営機能の統合等

①基礎素材型産業を支える産業港湾の再生・機能強化(2) 国際的な物流基
②東アジア各地域とのシームレスな貨物輸送ネットワークの実現盤の強化
③港湾・空港へのアクセス道路、航路の誘致、日本海側の物流機能強化

①新技術・新産業の創出促進（自動車関連先端部品加工、医療・福祉、バイ(3) 産業集積の広
オ、電子・電気、 、環境分野等における関係機関の連携等）域連携や知的資源を FPD
②産業集積間の広域連携（産業コーディネーターの連携、推進機関連携、大活かした新技術・新
学間連携、産業集積間の連携等）産業の創出
③大学のシーズを駆使した新技術・新産業創出（産学官ネットワーク形成・
強化、ＴＬＯ強化、大学発ベンチャー支援、研究開発拠点整備等）

①戦略的な企業誘致(立地ニーズに対応した工業団(4) 産業集積の機
地整備、物流基盤の整備、立地支援策の強化等)能を高める戦略的な
②助成制度の充実による戦略的な企業の立地促進、税制優遇措置などの新た企業誘致等
な産業立地政策の検討
③農商工連携などの産業間連携の推進
①次世代型コンビナートの形成（ Ⅲ事業の活用、設備の相互利用、副(5) エネルギー環 RING
生物の高度利用、パイプラインネットワークの再構築等）境対策の推進
②静脈産業とリサイクルが一体化した拠点地区の形成（リサイクルポートの
指定、エコタウン、静脈物流システムの構築等）
③水素タウン、バイオマス供給センター構想の推進
④環境負荷の少ない物流体系（内航フィーダー輸送体系確立等）
⑤地球温暖化防止に向けた環境負荷の低減(資源有効活用の推進、住宅の長寿
命化、ヒートアイランド対策、公共交通利用、モーダルシフト、新エネ利用
拡大、エネルギー利用効率の一層の向上、エネルギー源の多様化等)

２．地域の活力につながる産業の振興
①製造管理ノウハウのサービス産業への導入(1) サービス産業に
② 活用によるサービス産業のイノベーション促進おけるイノベーショ IT
③ものづくりと融合した情報サービス業の高度化(自動車産業との融合、産学ンと生産性向上
官連携等)の促進
④コンテンツ産業の育成(アニメ・映画等）等
⑤サービス産業の創出支援

①コミュニティビジネスの支援(人材の発掘・育成、活動拠点の確保、資金支(2) 生活関連サー
援、ワンストップ窓口充実、 支援等)ビスの振興 NPO
②生活関連サービスの高度化(健康・福祉サービスにおける 活用等)IT

①都市圏の機能分担と連携による自立拠点都市圏整備(3) 中国圏を支える
②国際的な交流・物流基盤の整備（空港・港湾の整備と航路開設、アクセス自立拠点都市圏
交通等）の機能強化
③人材が育まれる都市環境形成（高次文化、エンターテイメント、情報、人
材育成、国際交流などの都市機能の高度化等）

（ 、 ）④魅力的な都市空間づくり 都心部や交通拠点における都市再開発 景観等
⑤交通基盤整備（都市内道路・公共交通、都市間の道路・公共交通等）
⑥集約型市街地形成（中心市街地活性化、交通結節点の機能強化、バリアフ
リー化、 による都市圏交通円滑化等）TDM

３．地域資源を活かした地域経済の活性化
①新規就業等の担い手育成・確保と農林水産業の基盤整備（認定農業者制度(1) 農林水産業の
の活用、農地リース方式導入、林業の路網整備や高性能機械の導入、水産業再生
の水産資源確保や漁港の機能など)
②地域の食文化の醸成とブランド形成(農林水産業と関連商工団体の一体的支
援、直売所の設置、朝市の開催、地域流通促進等)
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①地域資源活用による新商品・新事業開発支援（技術開発支援、販路開拓支(2) 地域資源を活か
援、企業立地促進等)した新産業創出等
②地域ブランド形成と観光サービス業の連携
③輸出の促進
④バイオマスエネルギーの生産（未利用間伐材の活用、林地残材活用、木材
チップの活用、バイオエタノール産業化等）
⑤農商工などの産業間連携の推進

第三節 多彩な文化と自然を活かして、多様で豊かな生活を楽しめる中国圏
１．中山間地域と都市地域との交流・連携などによる生活サービス機能の確保

①過疎対策の一層の充実(住民福祉向上、雇用創出、多面的な役割の発揮等)(1) 中山間地域にお
②一次生活拠点の整備（行政・商業・医療等の機能の集約と交通機能との結ける一次生活拠点の
節等）確立と多様なサービ
③一次医療サービスシステムの充実(保健センターと診療所の連携等)ス提供
④地域ケアシステムの整備充実、遊休公共施設の居宅介護施設の転用や保育
所と福祉機能の複合化等
⑤地域の実情・ニーズに応じた交通システムの整備、配達型のサービス提供
⑥中山間地域のデジタルデバイド解消

①高次生活サービス機能の充実、中心市街地などの二次生活拠点の整備(2) 中山間地域と生
②二次医療圏における病院の整備・救急医療サービスの充実活中心都市の機能連
③医師不足に対応して、機能集約等による病院間の機能分担による広域的医携
療体制の構築
④近隣拠点都市の二次医療機能との連携
⑤初等教育・高等学校の維持・充実と遠距離通学のための交通機能の確保

①三次医療機能の整備と医療ネットワーク(救命救急センター、ドクターヘリ(3) 地域を支える
等)高次な生活支援機能
②生活の拠点間の交通網や都市間をネットワークする高速交通網の整備の整備

①生活拠点圏内での公共交通整備（利便性向上、駅のバリアフリー化、低床(4) 都市地域の快適
式バスの導入、ＩＣカード導入等）②生活環境整備（汚水処理、住宅の長寿な生活環境の整備
命化、子育て支援体制の整備等）③中心市街地の活性化

２．安全・安心な国土・地域づくりの推進
①治水・土砂対策の推進(1) 国土管理の推進
②砂防施設と総合土砂管理（下流に土砂を流す砂防堰堤、ダムの流入土砂量
抑制、貯水池内土砂の排除、導流堤の設置や浚渫等）
③流域圏での総合的な施策展開（水源地ビジョンの策定、間伐の推進、遅参
施設の整備、地下水管理、水資源の効率的利用、水辺の再生等）

①防災拠点の整備、建築物等の防災機能の確保、海岸保全施設整備(2) 災害に備えた
②港湾・空港・幹線道路などの耐震性強化（耐震強化岸壁、港湾緑地、臨港ハードとソフトの整
道路の耐震補強、老朽海岸施設対策等）備
③防災・減災の機運醸成（防災情報入手方法の周知、防災教育の支援等）
④防災生活圏の強化（消防団や自主防災組織活動強化、ハザードマップの整
備等）
⑤情報通信システムの整備（防災行政無線網、携帯電話・インターネットな
どの活用等）

（ 、⑥広域的な防災・危機管理体制の強化 都市中枢機能の相互ネットワーク化
交通・情報通信・ライフラインの多重化、都市と中山間地域の防災協定等）

①健全な生態系の維持・形成（エコロジカルネットワークの形成、自然との(3) 自然環境の保全
ふれあいの場の整備等）
②次世代への環境・景観の継承（若年層の自然体験や景観保全活動等）
③沿岸域の環境整備
④海洋資源保護(海底資源の保護等)

①中山間地域の多面的な役割の維持・増進(4) 中山間地域の多
②持続的な農業・林業の推進と財政的支援（森林環境税、中山間地域等直接面的機能の維持
支払制度等）
③都市住民による森林管理や農地管理（里山レンジャー制度、ＮＰＯ等）
④土地所有の空洞化への対応（土地の共同管理・利用を行う体制づくり、所
有権と利用権を分けた土地利用）

３．多様な主体が連携・協働した地域づくりの推進
①新たな公による協働の地域経営（新たな地域コミュニティの形成やＮＰＯ(1) 自立した地域活
による共助の仕組み作り、新たな 地域自治組織等）動を推進する多様な
②ボランタリーな活動とコミュニティビジネス型の活主体が協働できる仕
動の推進組みづくり
③新たな公を支えるための助言・支援を行う中間的な支援組織の設立
④中国圏レベルでの交流・連携
⑤コミュニティビジネスを支援する仕組み・制度の設立
⑥ＰＦＩ・ＰＰＰの推進
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中国圏広域地方計画の第三章（プロジェクト）構成
プロジェクト 概要 プロジェクト 概要

神話・古代文化や大陸交流などの歴史や瀬戸内海・中国山地・日本海といった多 基礎素材型産業における大量の原材料、エネルギー資源などのバルク貨物の輸送○中国圏の歴史・文化発信 ○国際物流機能強化プロジェ
様な自然を有する中国圏において、世界文化遺産に代表される各地域の個性や魅力 コスト低減を目指す一方、中国地方が成長著しい東アジア諸国に近接する地理的なプロジェクト クト
の基盤である歴史･文化資源、自然資源、景観の継承・活用・再生を図り、情報発信 優位性を活かし、中国圏の国際競争力強化に寄与するため、産業港湾の再生・機能

， ，することで，中国圏としてのアイデンティティと一体感を醸成する。 強化 東アジアに向けたシームレスな貨物輸送ネットワークの構築・高度化を図り
国際的な競争力を有する物流基盤の整備を行う。

分散型の地域構造のメリットを生かした中国ブロックの一体的な発展を図るとと 温室効果ガスの削減を一層推進するために、エネルギー利用効率の向上及びエネ○基幹的交通・情報ネット ○先進的な循環・環境型地域
もに、近隣ブロックとの連携を促進するため、これらの交流・連携を支える陸・海 ルギー源の多様化・分散化などにより、一層柔軟かつ強靱なエネルギー需給構造のワーク整備プロジェクト づくりプロジェクト
・空の交通ネットワークや情報通信ネットワークを整備する。 構築を推進する。また、静脈物流と産業廃棄物の再資源化が一体化した拠点地区の

形成や、環境負荷の少ない物流体系を構築するほか、中山間地等においても、間伐
※横断的プロジェクト 材の活用などによるバイオマスエネルギーの利活用を図る。さらに、隣接する沿岸

諸国との連携が必要な光化学スモッグ・黄砂などの環境問題について国際貢献を拡
大するとともに、枯渇が懸念される海洋資源について、沿岸諸国と連携して資源保
護政策を充実する。

日本海沿岸地域の活性化を図るため，拠点の形成や交通ネットワークの整備，流域圏や 中国圏の強みであるものづくり産業と融合し生産性の向上を図るための産業支援○日本海沿岸地域活性化プ ○都市型サービス産業高度化
県境を越えた連携などを進める。また，日本海沿岸という北東アジアとの地理的近接性や サービス業のイノベーションを促進する。また、アニメ、映画などのコンテンツ産ロジェクト プロジェクト
社会・経済的な結びつきの強さを活かした交流・連携を強化するため、交通基盤や交流拠点 業の育成及びそれを活用した地域活性化の取組みの支援を行うとともに、拠点都市
を整備する。 圏における生活支援サービス産業の創出支援を行う。

瀬戸内海など海に関する自然環境や景観を保全するとともに、海に関する様々な 農林水産業の持続的発展のため、地域の実情に即した担い手の育成、生産・流通○瀬戸内海などの保全・活 ○農林水産業再生・強化プロ
資源を観光や防災など様々な分野において活用する。 基盤の整備、経営の安定化を図るとともに、農地リース方式等による農外企業等に用プロジェクト ジェクト

このため、広域ブロックや県境を越えた様々な連携の枠組みを通じた取り組みを 対する農業への新規参入を促進する。また、商工・農林水産団体の一体的支援によ
強化する。 り、売れる農林水産品・加工品づくりを推進し，ブランドの形成を図るなど，農林

水産業の新展開を図る。さらに，バイオマスエネルギー等，農林水産資源の新たな
利活用による産業育成を図る。

近畿圏のバイオ産業、九州圏の自動車産業、四国圏の基礎素材産業など隣接ブロ 地域における産地の技術、観光資源など、中国圏固有の優位性のある地域資源を○西日本産業連携促進プロ ○ プ ロジェクト地域資源活用
ックの基幹産業や循環・環境産業を中心に、西日本における新たな産業融合を促進 地域が主体となって戦略的に選択・集中・活用し、情報発信・事業化・ブランド化ジェクト

、 、するため、産業クラスターの活動や新産業創出等の取り組みにおいて、ブロックを を進めるとともに 地域の強みを生かした付加価値の高い産業の創出・育成を図り
またがる広域連携の体制づくりを行う。また、それらを支援する高速交通ネットワ 更にそれぞれの地域が相互に機能を補完し共生できる多機能融合型の広域連携を推
ークの整備や既存ネットワークの有効活用を推進し、産業・経済面等における活性 進していく。また、農商工などの産業間連携により相乗的な地域活性化を図る。
化を図る

魅力ある観光資源の発掘・創出を促進するとともに、世界的な遺産や体験型観光 中山間地域の集落機能が低下するなか、地域の自立を図るため「新たな公」の考○中国圏まるごと観光推進 ○中山間地域の暮らし安心プ
など観光資源の広域的なネットワークの整備を図り、魅力ある観光地の形成ととも え方に基づく住民自治組織の設置を進め、防災・福祉・交通などの地域課題を地域プロジェクト ロジェクト
に、観光ルート・メニューの充実を図る。また、中国、韓国、台湾等の東アジアか で解決する活動を促進するとともに、既存ストックを活用した行政、医療、商業な
らの誘客を重点対象とし、国際競争力のある新たな観光商品の開発や、海外へ向け どのワンストップ拠点の整備や防災対策を推進する。また、生活交通、情報通信の
た広告宣伝事業、情報発信事業を総合的に実施するとともに、受け入れ態勢の充実 整備を図り、二次、三次生活圏域とのアクセスを改善する。
強化を図る。更に、地域経済の活性化に寄与し、交流人口の拡大が見込まれる国際
会議や全国大会などのコンベンションを共同で誘致・開催するなどにより中国圏の
連携強化を図る。

東アジアとの地理的近接性や密接な交流の歴史、国際経済との結びつきの強さな 食料・木材生産機能や、水・景観・生態系等の環境機能、国土の保全機能や保養○東アジアなどとの国際交 ○中山間地域の多面的機能保
どの特性を活かすため、広域ブロックゲートウェイの形成に向けて，空港や港湾の機能 機能を備える中山間地域等の多面的機能を維持・保全・再生するため、持続的な農流推進プロジェクト 全プロジェクト

、 、の強化や高速交通基盤の整備，充実を図る。また、東アジアをはじめとする世界との 業・林業を推進するとともに 都市住民の参加などによる森林・農地管理の推進や
経済・観光・文化などにおける人的交流を推進するとともに、環境・災害復興・平 農村体験、グリーンツーリズムの促進により、都市との多様な交流を活性化する。
和・医療支援・人材育成などの分野で国際貢献の拡大を図る。

産業活動を支える研究開発や新製品・新サービスの開発に携わる高度人材等の確 都市が多様な自然に近接し、適度な密度で形成されている地域特性を活かし、中○中国圏の人づくりプロジ ○ 整備プロジェ魅力ある都市
保・育成・他圏域からの流入・定着を図るため，産業界や経済界と連携し、中国圏 国圏らしい都市の生活スタイルを確立するため、水辺環境・道路・公共交通・市街ェクト クト

、 、における大学等の高次教育・研究機能を活用をした広域連携に基づく人材育成・確 地などの整備や 商業の活性化の推進を通じて中心市街地の活性化を図るとともに
保プログラムの開発等を促進する。また、地域を支える担い手の育成のため、シニ 魅力ある街なか居住環境の整備を推進する。

※横断的プロジェクト ア世代や若年層などの多様な人材の育成を図るとともに、都市と中山間地域の人材
交流と協働を促進する。さらに、新たな公を支えるための助言・支援を行う中間的
な支援組織の設立を図る。

瀬戸内海沿岸に集積する臨海コンビナートの運営機能の統合及びリノベーション 流域圏や沿岸域における災害対策、渇水対策などの国土管理の連携を図るほか、○ものづくり産業などの国 ○災害に強い国土・地域づく
等によって、中国圏の強みである基礎素材産業の競争力強化を図るとともに、もの 都市型水害対策、防災拠点施設の整備と強化を行う。また、大規模災害時の空港・際競争力強化プロジェクト りプロジェクト
づくり基盤技術の強化等を通じ、山陰に集積する液晶関連分野など中国圏における 港湾・道路など緊急輸送ネットワークの確立と強化、施設の老朽化対策など、既存
輸送用機械・電子部品・電気機械等の競争力の強化を図る。また、地域の特性・強 の社会インフラの戦略的な維持管理を推進する。あわせて、防災情報システムの整
みを生かした戦略的な企業誘致による産業集積の形成を図る。更に、地域イノベー 備による防災体制の確立や、地域住民による消防団・水防団などの自主防災組織活
ションを創出する環境を整備することにより、産学・企業間連携を通じて国際競争 動の充実強化などソフト対策の推進などにより地域防災力の向上を図る。さらに、
力あるクラスターを形成していき、新産業の創出を図る。 ※横断的プロジェクト 気候変動に伴う災害激甚化等新たな課題への対応も進める。
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